






























































本論文が先行諸研究から導きだした成果は. 1) 単一の収入プール単位としての家~I 概念、を|司一世帯内部
におけるIlt代間，ジェンダー間，家族構成員聞の締約的関係としての家計概念に転換したこと， 2)従前の
費目および用途別構成中心の調査・分析ーから，世帯共通貨と個人別支出の区別および家族の支同配分の決
定とその関係の分析の必要性を導いたこと.3)主主計管理という家庭内の仕事・役割!の再評価を行ったこと
である。
そして，これらの成果をもとに.今後の家計調汽研究の枠組みについて論じ，第 1に従来の家計簿記帳
方式に加えて，インタビュー方式による調査方法も重要性で、あること，第2に世帯内個々人の収入が家計
として繰入れ・統合されるまでの過程ι家脹個々人の収入が家計とは独立し個別化していく過程を把握
できるように調査設定すること，第3に家計の交出の局面において.日々の日常的支出および長期的・生
涯的支出を，それぞれの支出の対象，用途，令額，負担責任と支払い形態などを分析すること，第 4に調
査票や集計方法について，幅穫した収入と支出の経路を明らかにするために，家計簿を複数にしたり，個
人的収支票などを併用すること，第 5 に世帯内の意思決定とその結果に対する世帯内のき~価について調併
することなどを問題提起するが，これらは， 1970年代から90年代における家計研究の議論と成宋を踏まえ
た適切で、重援な指摘で、ある。
よって，木論文は，研究課題の先駆↑止渉猟した調査研究文献の量と質の両面ーからの適格性，諸調斉研
究結栗の的確な論点整理とその総台化，および結論の妥当性と独創性を白するものであり.今後のわが凶
の家計研究ならびに家計調査におおきな指針を与えるものと評価できる。ここに.本論文は博 f:(学術)
の学位を授与するものと認められる 3
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